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平
成
29
年
12
月
定
例
会
を
12
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、
報
告

１
件
、
一
般
議
案
11
件
、
補
正
予
算
11
件
、
請
願
１
件
、
閉
会
中
に
お
け
る
継
続
審
査
１
件
（
請

願
）
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
議
案
及
び
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
原

案
通
り
可
決
し
、
請
願
は
１
件
を
採
択
、
１
件
は
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
に
は
11
名
の
議
員
、
予
算
総
括
質
疑
に
は
４
名
の
委
員
が
質
問
に
立
ち
、

当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
（
質
問
等
の
内
容
は
４
～
10
頁
）

　

議
案
第
89
号
「
長
井
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
設
定
に

つ
い
て
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
地
域
づ

く
り
計
画
の
推
進
に
よ
る
住
民
の

自
主
的
な
地
域
づ
く
り
を
促
進
す

る
た
め
、
計
画
策
定
が
完
了
し
た

致
芳
、西
根
、
平
野
地
区
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
習
等
の
事
業

に
加
え
、
地
域
住
民
の
相
互
交
流
、

福
祉
、
防
災
等
の
総
合
的
な
地
域

活
動
、
各
種
事
業
の
拠
点
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
行

う
事
業
は
、
①
地
域
住
民
が
行
う

自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
の

支
援
②
地
域
住
民
の
相
互
交
流
の

支
援
③
生
涯
学
習
の
推
進
に
係
わ

る
定
期
講
座
、
講
演
会
、
展
示
会
、

体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に

関
す
る
こ
と
④
施
設
を
市
民
の
集

会
そ
の
他
の
公
共
的
利
用
に
供
す

る
こ
と
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
の
社

会
教
育
法
に
基
づ
く
公
民
館
事
業

よ
り
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
活
動

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

運
営
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運
営
と
な

り
、
そ
の
指
定
管
理
料
の
債

※

務
負

担
行
為
補
正
を
含
む
一
般
会
計
補

正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
第
91
号
「
長
井
市

公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」
は
、
移
行
す

る
３
地
区
公
民
館
の
名
称
等
を

条
例
か
ら
削
除
す
る
内
容
で
あ
り
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
民
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
の
か
と
い

う
質
問
に
対
し
て
は
、
市
長
か
ら
、

「
あ
や
め
レ
ポ
」
で
市
民
に
お
知
ら

せ
し
、
４
月
か
ら
は
各
地
区
に
出

向
い
て
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

新
年
度
か
ら
致
芳
、
西
根
、

平
野
の
３
地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

12月定例会

年
頭
に
寄
せ
て

議長　渋谷  佐輔

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
北
中
央
自
動
車

道
米
沢
・
福
島
間
が
開
通
し
、

人
や
モ
ノ
の
流
れ
は
大
き
く
変

化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
長
井
市
の
地
域
経
済
や
市

民
生
活
の
向
上
に
ど
の
よ
う
に

結
び
付
け
て
ゆ
く
の
か
。
ま
た
、

人
口
減
少
対
策
等
々
山
積
す
る

課
題
解
決
の
た
め
、
知
恵
と
工

夫
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
自
治

体
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
市
議
会
と
し
て

も
、
決
意
を
新
た
に
一
層
の
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
皆
様
の
ご
多

幸
と
ご
健
勝
を
衷
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

※債務負担行為：あらかじめ次年度以降の債務を約束するもの。実際に支出する年度に改めて予算に計上しなければならない。

コミュニティセンター移行に伴う変更内容の例

平成29年度まで 平成30年度から

施設

名称

致芳地区公民館

西根地区公民館

平野地区公民館

致芳コミュニティセンター

西根コミュニティセンター

平野コミュニティセンター

所管 教育委員会

（文化生涯学習課）

市長部局（地域づくり推進課）

教育委員会（文化生涯学習課）

※事業に関連する課も関わる

施設

代表

公民館長 コミュニティセンター館長

市か

らの

運営

費

指定管理料

（施設管理に関す

る経費、人件費

など）

指定管理料

（施設管理に関する経費、人件費）

地域づくり交付金

・基礎交付金（運営費）

・事業費交付金（地域づくり計

　画に基づく事業）

運営

主体

公民館運営協議

会

地区コミュニティセンター運営

協議会など（地域の実情に合わ

せて組織された団体）
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　　　　　　　　　　　　　議席番号

　　　　　　　　　　　　　議員氏名
議案等名

議決
結果

反
対

：
賛
成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

宇
津
木
正
紀

浅
野　

敏
明

金
子　

豊
美

内
谷　

邦
彦

平　
　

進
介

鈴
木
富
美
子

渡
部　

秀
樹

 

今
泉　

春
江

 

梅
津　

善
之

 

赤
間　

泰
広

小
関　

秀
一

 

五
十
嵐
智
洋

蒲
生　

光
男

安
部　
　

隆

町
田　

義
昭

 

渋
谷　

佐
輔

採択 14:₁ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願

審査
₉:₆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ● ○

  ※ 賛否が分かれたものについて掲載しています。 　

　○は賛成、●は反対、（請願第２号は、継続審査とすることに○は賛成、●は反対）、議長（渋谷佐輔）は採決に加わらない。

★平成29年12月定例会に提出されたすべての議案等の議決結果は、市議会のホームページに掲載しています。

（下記以外については全会一致で可決されています）平成29年12月定例会 議案等に対する賛否一覧表

◇住民票等コンビニ交付事業（5,357万円）

　コンビニ交付は、マイナンバーカードを利用して市が発行する証明書（住民票の写し、印鑑登録証明書

等）を、全国のコンビニエンスストア等のキオスク端末（マルチコピー機）から取得できるサービスです。

住民票の写し等が取得しやすくなり、市民生活の利便性を高め行政サービスの向上を図ります。

　平成30年10月1日に導入予定。（酒田市、山形市、鶴岡市に次いで県内４番目）

◇子育て応援アプリ運営事業のシステム運用保守業務委託料の債務負担行為（39万円）

　子育て世代への情報提供として、市報、ホームページのほかに新たな情報発信が必要とされているため、

子育て世代が最も活用するスマートフォンアプリによるサービスを提供します。家族や離れて暮らす祖父

母と子育て記録の共有もできるようになります。平成30年４月稼働予定。

配信の内容：電子母子手帳メニュー（母親の健康記録、子どもの成長記録、予防接種スケジュール管理等） 

                 地域子育て情報メニュー（行政情報、地域ニュース・イベント、子育て支援施設、救急相談等）

　

市
の
公
共
施
設
は
築
30
年
以
上
経
過
し
た

施
設
が
６
割
を
超
え
、
市
庁
舎
等
の
大
規
模

施
設
整
備
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

市
は
公
共
施
設
等
整
備
計
画
を
も
と
に
新
庁

舎
整
備
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
、
そ
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
は
昨
年
３
月
の
市
議
会
全

員
協
議
会
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
議
会

で
も
財
政
面
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
市

庁
舎
等
の
整
備
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
６
月
15
日
に
第
１
回
委

員
会
を
開
催
し
、
公
共
施
設
整
備
課
か
ら
今

後
の
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
整
備
手
法
、
財

源
、
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
等
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
そ
の
後
本
年
１
月
ま
で
10
回
の

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
新

庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
策
定
状
況
、
当
局
の

視
察
報
告
（
長
岡
市
・
新
発
田
市
）
、
庁
舎

面
積
算
定
基
準
（
総
務
省
及
び
国
土
交
通

省
）
、
新
庁
舎
整
備
市
民
検
討
委
員
会
の
状

況
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
つ
い
て
、

担
当
課
か
ら
の
説
明
を
基
に
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
長
井
駅
周
辺
の
建
設
候
補
地

現
地
視
察
を
行
い
、
候
補
地
の
一
つ
ヨ
ー
ク

ベ
ニ
マ
ル
跡
地
に
つ
い
て
も
情
報
収
集
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
は
、
当
局
か
ら
提
示
説
明

を
受
け
た
資
料
等
に
基
づ
い
て
、
調
査
・
研

究
を
行
い
ま
す
。

請願第₄号

  請願第₂号

法讃寺通り（いちまた～渡部理容店

間）の消雪化促進についての請願 

憲法₉条を改憲しないよう国に求め

る意見書提出の請願 

市
庁
舎
等
建
設
調
査
特
別
委
員
会
の

活
動
状
況

主な議案（一般会計補正予算の中から )

平成 30 年 2 月１日発行〈第120号〉  ながい市議会だより
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採 

択

法讃寺通り（いちまた～渡部理容店間）の消雪化促進についての請願

 （請願者　法讃寺通り消雪化推進の会　呼びかけ人　今泉義憲氏ほか４名）

請

願
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間
口
除
雪
な
ど
地
域
で

で
き
る
事
業
の
検
討

早
急
に
協
定
を
結
び
た
い

コ
ミ
セ
ン
で
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を

県
司
法
書
士
会
と

空
き
家
等
対
策
協
定
は

五十嵐智洋

宇津木正紀

Ｑ
．
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
化
を
前
向
き
に
進
め
る
に

は
、
事
務
局
機
能
の
強
化
な
ど
人

の
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
職

員
と
し
て
経
験
を
積
み
、
各
地
区

の
実
情
に
精
通
し
た
再
任
用
者
を

派
遣
す
べ
き
で
す
。

　

コ
ミ
セ
ン
事
業
を
成
功
さ
せ
る

に
は
、
有
意
義
な
新
規
事
業
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

の
交
付
金
が
30
万
円
程
度
で
は
少

な
く
増
額
を
求
め
ま
す
。

Ａ
．
再
任
用
職
員
を
派
遣
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
が
、
兼
務
で
コ
ミ

セ
ン
を
支
援
す
る
地
区
担
当
職
員

Ｑ
．
長
井
市
の
空
き
家
は
、
平
成

26
年
３
月
末
の
３
４
９
件
か
ら
平

成
29
年
に
は
４
６
０
件
と
、
３
年

間
で
１
１
１
件
、
32
％
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
「
空
家
等
対

策
計
画
」
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
策
定
に
よ
る
効
果
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
。

Ａ
．
こ
の
計
画
策
定
に
よ
る
大
き

な
効
果
は
、
①
庁
内
の
役
割
を
明

確
に
し
て
、
全
庁
的
な
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
②
危
険
な
空
き
家
の

除
去
と
空
き
家
の
再
生
利
用
に
は

国
の
補
助
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
の
２
点
で
す
。

を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

コ
ミ
セ
ン
運
営
の
た
め
の
基
礎

費
用
が
30
万
円
で
す
。
今
後
、
平

等
割
、
戸
数
割
等
で
増
額
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運

営
を
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
協
力
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
多
く
の

方
が
賛
同
す
る
「
目
玉
事
業
」
が

必
要
で
す
。
高
齢
者
世
帯
の
雪
下

ろ
し
、
除
雪
、
草
刈
り
な
ど
を
請

け
負
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

を
立
ち
上
げ
、
地
域
共
助
の
精
神

を
醸
成
す
べ
き
で
す
。

　

自
主
性
に
任
せ
る
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
新
事
業
に
つ
い
て
有
力

な
指
針
を
示
す
こ
と
が
行
政
、
政

治
の
役
割
と
確
信
し
ま
す
。

Ａ
．
コ
ミ
セ
ン
事
業
の
一
番
の
課

題
は
、
地
域
福
祉
だ
と
考
え
ま
す
。

市
や
社
会
福
祉
協
議
会
だ
け
で
は

地
域
に
入
り
込
む
マ
ン
パ
ワ
ー
が

足
り
ま
せ
ん
。
間
口
除
雪
や
雪
下

ろ
し
、
買
い
物
、
通
院
、
健
康
維

持
や
サ
ロ
ン
機
能
等
、
行
政
で
は

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
地
域
で

で
き
る
事
業
が
な
い
か
一
緒
に
考

え
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
空
き
家
と
な
る
原
因
は
、
所

有
者
の
死
亡
に
よ
る
管
理
の
未
継

承
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
管

理
者
と
連
絡
不
能
の
空
き
家
数
は

ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
．
管
理
者
と
連
絡
が
と
れ
な
い

空
き
家
数
は
、
４
６
０
件
の
う
ち

８
件
で
す
。
他
の
４
５
２
件
は
何

ら
か
の
方
法
で
連
絡
が
と
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
上
山
市
は
、
県
司
法
書
士
会

と
空
き
家
等
の
対
策
に
関
す
る
連

携
協
定
を
県
内
で
初
め
て
結
び
ま

し
た
。
長
井
市
は
こ
の
よ
う
な
協

定
を
結
ぶ
考
え
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
早
急
に
、
で
き
れ
ば
今
年
度

中
に
も
締
結
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
緑
が
丘
斎
場
で
火
葬
の
後
に

出
る
残
骨
灰
を
、
引
き
取
っ
た
後

に
手
厚
く
供
養
し
、
適
正
な
処
理

を
行
っ
て
い
る
事
業
者
に
優
先
し

て
委
託
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

Ａ
．
事
業
者
が
ど
の
よ
う
な
手
厚

い
供
養
を
し
て
い
る
か
、
緑
が
丘

斎
場
へ
ど
ん
な
供
養
品
を
提
供
さ

れ
る
か
を
考
慮
し
て
、
事
業
者
を

選
定
し
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

市内の空き家は３年で32％増え460件に 吹雪中の除雪作業
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に
つ
い
て
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11
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
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市
民
に
必
要
か
つ
有
効
な

情
報
提
供
手
法
を

友
達
と
の
交
流
や
き
め
細
か

い
指
導
で
学
力
を
つ
け
た
い

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
早
期
に

作
成
・
配
布
す
べ
き

学
力
を
底
上
げ
す
る

環
境
を
つ
く
れ
な
い
か

Ｑ
．平
成
29
年
度
の
「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
が
公
開

さ
れ
、
山
形
県
は
都
道
府
県
別
で

小
学
生
は
全
国
40
位
、
中
学
生
は

34
位
で
し
た
。
こ
こ
数
年
毎
年
順

位
が
下
が
り
、
特
に
応
用
問
題
が

弱
い
よ
う
で
す
が
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
高
校
で
３
年
間
過
ご
し

た
後
、
全
国
の
学
生
と
大
学
受
験

等
で
競
争
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
最
初
か
ら
ハ
ン
デ
ィ
を
負

う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
底
上

げ
す
る
環
境
を
学
校
以
外
で
も
つ

く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
長
井
市
の
中
学
生
は
県
平
均

を
上
回
り
全
国
と
同
等
の
結
果
で

し
た
。
友
達
と
交
流
す
る
時
間
や

習
得
し
た
こ
と
を
活
用
す
る
時
間

を
確
保
し
、
さ
ら
に
応
用
力
を
伸

ば
す
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
探
究
型
学
習
を
推
進
し

一
人
一
人
へ
の
き
め
細
か
い
指
導

で
つ
ま
ず
き
を
克
服
さ
せ
学
力
の

底
上
げ
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

総
務
省
か
ら
返
礼
割
合
を
寄
附
金

の
30
％
以
下
と
す
る
通
知
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
寄
附
金

の
使
い
道
や
充
当
し
た
事
業
等
の

成
果
を
、
市
民
や
寄
附
者
に
報
告

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す

が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
総
務
大
臣
及
び
総
務
省
自
治

税
務
局
市
町
村
税
課
長
か
ら
の
通

知
を
踏
ま
え
、
市
外
の
方
に
対
す

る
お
礼
品
の
返
礼
率
を
、
11
月
下

旬
か
ら
、
寄
附
金
の
30
％
以
下
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
寄
附
者
は
長

井
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
で
、

継
続
的
な
つ
な
が
り
も
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
成
果
等
の
報
告
に

つ
い
て
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　子どもたちの活発な授業 羽越水害50年巡回パネル展

浅野　敏明

内谷　邦彦

Ｑ
．
今
年
羽
越
水
害
50
年
巡
回
パ

ネ
ル
展
が
県
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
史
上
空
前
の
大
被
害
を
受

け
た
教
訓
か
ら
学
び
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
改
め
て
防
災
訓
練
な
ど

の
機
会
に
パ
ネ
ル
展
を
開
催
す
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
市
民
の
危
機
管
理
意
識
を
高

め
る
た
め
に
も
、
今
後
各
種
行
事

等
に
お
け
る
パ
ネ
ル
展
示
等
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
線
状
降
水
帯

な
ど
に
よ
る
内
水
被
害
対
策
と
し

て
、
排
水
ポ
ン
プ
車
の
配
置
を
要

望
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
常
時
配
置
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
最
上
川
上
流
域
が
非
常
時
の

際
に
は
、
山
形
河
川
国
道
事
務
所

管
内
の
４
台
を
全
て
投
入
す
る
体

制
を
整
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
新
た
な
洪
水
浸
水
想
定
区
域

の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
、
長

井
盆
地
西
縁
断
層
帯
に
よ
る
地
震

が
発
生
し
た
場
合
の
震
度
分
布
な

ど
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
地
域

ご
と
の
震
度
や
避
難
場
所
、
緊
急

輸
送
道
路
な
ど
を
示
し
た
地
震
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
早
期
に
作
成
・

配
布
す
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
市
民
に
ど
う
い
っ
た
形
で
の

情
報
提
供
が
必
要
か
つ
有
効
な
の

か
、
先
進
事
例
等
を
基
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
は
、
長
井
市
を
代
表
す
る
「
花

ス
ポ
」
と
し
て
、
今
後
自
立
す
る

た
め
の
展
望
と
組
織
・
体
制
を
ど

う
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
指
定

管
理
者
と
一
体
と
な
り
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
事
業
の
充

実
と
体
制
の
整
備
、
会
員
数
の
増

加
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

5
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地
域
に
合
っ
た
組
織
づ
く
り

を
地
域
と
一
緒
に
進
め
る

実
質
公
債
費
負
担
額
は

目
標
値
を
下
回
る

地
区
公
民
館
の
コ
ミ
セ
ン
化

は
組
織
の
基
礎
づ
く
り
を

大
切
に
す
べ
き

公
共
施
設
へ
の
設
備
投
資

に
よ
る
将
来
の
負
担
は

金子　豊美

梅津　善之

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
新
庁
舎
建
設
も
含

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
へ
の

設
備
投
資
と
し
て
多
額
の
費
用
が

発
生
し
ま
す
が
、
将
来
の
財
政
面

で
の
負
担
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
の
場
所
に

つ
い
て
、
新
聞
報
道
等
で
は
長
井

駅
周
辺
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
出

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
で
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

Ａ
．
公
共
施
設
等
整
備
計
画
で
は
、

市
庁
舎
な
ど
の
整
備
後
も
、
実
質

公
債
費
負
担
額
は
、
第
五
次
総
合

計
画
の
目
標
額
を
下
回
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
経
費
削
減
を

し
な
が
ら
、
将
来
の
見
通
し
を
立

て
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
国
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
中
央
地
区
の
燃
え
る
ご
み
収

集
が
週
１
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乳
児
や
介
護
を
必
要
と
す
る
方
の

お
む
つ
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安

心
で
安
全
な
市
に
し
て
い
く
た
め

に
、
衛
生
面
で
の
対
策
と
し
て
、

収
集
を
週
２
回
に
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
．
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
関

連
自
治
体
と
調
整
し
て
お
り
、
今

後
は
中
央
地
区
衛
生
組
合
の
皆
様

と
相
談
し
、
来
年
４
月
実
施
に
向

け
現
在
全
力
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
人
口
減
少
の
試
算
が
さ
れ
て

い
る
中
で
、
中
学
校
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
再
編
も
含
め
、
生
徒

数
に
応
じ
た
長
期
的
な
検
討
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
今
後
も
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
を
第
一
に
具
体
的

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
う
え
で
生
徒
数
の
変
化
を
注
視

し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

コミセン化に向けた研修会ごみ収集作業

Ｑ
．
コ
ミ
セ
ン
化
に
向
け
市
民
へ

の
周
知
方
法
、
理
解
を
得
る
こ
と

に
つ
い
て
、
対
象
者
に
合
っ
た
説

明
を
丁
寧
に
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
あ
や
め
レ
ポ
へ
の
掲
載
、
座

談
会
や
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
で
き

る
だ
け
市
民
目
線
で
お
知
ら
せ
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

Ｑ
．
現
在
コ
ミ
セ
ン
化
の
準
備
を

進
め
て
い
る
３
地
区
に
つ
い
て
、

担
当
課
か
ら
２
つ
の
運
営
組
織
図

が
案
と
し
て
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
区
に
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
づ

く
り
の
窓
口
と
し
て
活
動
し
て
き

た
組
織
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
組
織

と
連
携
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
地
域

の
特
性
を
生
か
し
、
組
織
の
基
礎

づ
く
り
を
大
切
に
、
自
分
た
ち
で

無
理
な
く
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
む
こ
と
が
第
一
歩
だ
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ
．
地
域
全
体
で
組
織
化
す
る
形

の
た
た
き
台
を
示
し
ま
し
た
が
、

各
地
区
こ
れ
ま
で
の
経
過
も
あ
り
、

地
区
に
合
っ
た
運
営
体
制
を
つ
く

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
に
つ

い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
合
っ

た
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
．
担
当
課
の
職
員
が
各
地
区
公

民
館
を
訪
問
し
、
職
員
と
の
情
報

交
換
を
行
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現

在
の
課
題
は
何
か
。
ま
た
、
今
後

の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

Ａ
．
コ
ミ
セ
ン
活
動
を
実
感
す
る

に
は
、
事
業
の
成
功
例
を
つ
く
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

地
区
の
事
情
に
合
っ
た
し
っ
か
り

し
た
組
織
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

担
当
課
の
職
員
が
引
き
続
き
地
域

に
入
り
、
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
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さ
ら
に
望
ま
し
い
体
制
の

構
築
を
検
討

増
設
整
備
計
画
を
策
定
し

計
画
的
に
増
設
す
る

教
育
委
員
会
と
厚
生
部
門
の

体
制
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

防
犯
灯
の
増
設

整
備
計
画
を

平　　進介

鈴木富美子

Ｑ
．
「
読
み
聞
か
せ
」
で
生
き
抜
く

脳
、
世
界
と
渡
り
合
え
、
何
事
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
判
断
を
司
る

「
心
の
脳
」
を
磨
く
と
し
て
、
英

語
教
育
に
加
え
、
幼
児
期
か
ら
の

音
読
と
読
み
聞
か
せ
に
よ
る
脳
科

学
の
根
拠
に
基
づ
い
た
「
早
期
国

語
教
育
」
の
意
義
は
何
で
す
か
。

　

ま
た
、
家
庭
の
教
育
力
の
低
下

や
学
力
の
低
下
を
解
決
す
る
た
め
、

教
育
委
員
会
と
厚
生
部
門
の
体
制

を
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
「
読
み
聞
か
せ
」
は
、
親
の
意

識
を
大
き
く
変
え
「
親
育
ち
」
に

つ
な
が
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

Ｑ
．
今
年
７
月
、
警
察
庁
刊
行
の

「
平
成
28
年
の
犯
罪
情
勢
」
に
よ

る
と
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
刑

法
犯
認
知
件
数
は
、
山
形
県
が
全

国
平
均
の
半
分
程
度
と
非
常
に
低

い
状
況
で
す
。
市
総
合
戦
略
に
お

い
て
、
子
育
て
支
援
や
学
校
教
育

支
援
を
進
め
る
中
、
犯
罪
の
抑
止

力
・
防
犯
の
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
の
増
設
整
備
計
画
を
策
定
し
、

さ
ら
に
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
平
成
30
年
度
に
は
３
千
基
を

超
え
る
市
内
す
べ
て
の
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

ち
は
精
神
的
な
拠
り
ど
こ
ろ
を
得

ら
れ
、
困
難
に
挑
戦
す
る
こ
と
も

容
易
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
語

の
早
期
習
得
で
、
す
べ
て
の
学
び

の
基
礎
づ
く
り
と
な
り
ま
す
。
現

在
、
教
育
委
員
会
と
厚
生
部
門
は

横
断
的
な
連
絡
会
議
等
に
よ
り
連

携
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
望
ま

し
い
体
制
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
盛
り
上
が
る
よ
う
、
マ
ラ
ソ

ン
大
会
等
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
選
手

を
招
待
す
る
な
ど
の
施
策
も
必
要

で
は
な
い
で
す
か
。

　

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
、

選
手
の
家
族
や
応
援
団
等
の
受
け

入
れ
対
策
と
し
て
、
空
き
家
を
利

用
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
整

備
も
今
か
ら
必
要
と
思
い
ま
す
が

ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
市
長
を
含
む
20
名
の
市
民
訪

問
団
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
訪
問
、
往

年
の
名
マ
ラ
ソ
ン
選
手
イ
カ
ン
ガ

ー
さ
ん
と
会
談
し
、
長
井
マ
ラ
ソ

ン
大
会
へ
の
参
加
を
要
請
し
ま
し

た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は

国
の
補
助
事
業
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
整
備
を
図
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
新
た
に
防
犯
灯
設
置
に
要

す
る
箇
所
を
把
握
し
、
来
年
度
新

た
に
増
設
計
画
を
策
定
し
、
年
次

計
画
を
立
て
て
計
画
的
に
防
犯
灯

の
増
設
を
行
い
、
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

Ｑ
．
「
嘉
永
堰
・
昭
和
堰
」
は
、
江

戸
時
代
の
嘉
永
年
間
に
大
干
ば
つ

が
発
生
し
た
際
、
勧
進
代
村
の

人
々
が
、
野
川
布
谷
の
上
流
か
ら

南
沢
へ
水
を
通
す
た
め
、
苦
難
の

工
事
の
末
に
完
成
し
、
そ
の
後
、

昭
和
に
拡
幅
補
強
工
事
が
行
わ
れ

た
市
の
貴
重
な
土
木
遺
産
で
す
。

　

市
指
定
史
跡
「
桶お

け

佐さ

堀ぼ
り

」
と
同

時
期
に
整
備
さ
れ
た
堰
で
す
が
、

市
指
定
史
跡
の
可
能
性
は
あ
り
ま

す
か
。
ま
た
、
葉
山
観
光
資
源
の

一
環
と
し
て
活
用
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
嘉
永
堰
と
昭
和
堰
は
貴
重
な

土
木
遺
産
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

市
指
定
史
跡
と
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
歴
史
的
価
値
や
管
理
等
も
含

め
て
十
分
に
議
論
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
安
全
面
や
維
持
管
理
、
看
板

整
備
等
の
課
題
を
関
係
者
等
と
協

議
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「嘉永堰・昭和堰」が残る西山 脳を鍛える授業手法（陰
かげ

山
やま

メソッド）公開授業

7
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来
年
度
か
ら
事
業
に

取
り
組
み
た
い

協
議
会
と
と
も
に

事
業
の
継
続
を

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
の

今
後
の
方
向
は

「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」

を
導
入
す
べ
き

赤間　泰広

今泉　春江

Ｑ
．
地
域
循
環
型
農
業
と
し
て
台

所
と
農
業
を
結
ぶ
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ン
は
、
20
周
年
を
迎
え
、
全
国

の
市
町
村
や
外
国
か
ら
の
視
察
、

大
学
の
調
査
研
修
な
ど
多
く
の

方
々
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
や
生
ご
み
の
減
少
、
現

在
の
補
助
金
で
の
運
営
方
法
な
ど

問
題
や
課
題
が
あ
り
ま
す
。
市
民

に
堆
肥
の
サ
ン
プ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
、
賛
助
会
員
を
募
り
事
業
の

Ｐ
Ｒ
や
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
強
め

拡
げ
て
は
ど
う
で
す
か
。
ど
の
よ

う
に
継
続
、
推
進
し
て
い
く
の
か
、

Ｑ
．
国
は
現
在
、
結
婚
に
伴
う
住

居
費
や
引
っ
越
し
費
用
な
ど
を
補

助
す
る
「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
夫
婦
合
計
で

年
間
所
得
３
４
０
万
円
未
満
ま
で
、

補
助
額
も
24
万
円
ま
で
拡
充
し
ま

し
た
。
国
が
経
費
の
４
分
の
３
を

補
助
し
、
残
り
を
自
治
体
が
負
担

す
る
仕
組
み
で
、
若
者
が
支
援
を

受
け
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
本
市
で
も
導
入
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

Ａ
．
市
の
総
合
戦
略
で
も
、
基
本

目
標
の
第
一
番
目
に
「
若
い
世
代

の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望

今
後
の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
．
地
域
循
環
、
安
全
、
安
心
、

環
境
改
善
と
い
う
取
り
組
み
は
こ

れ
か
ら
も
一
貫
し
て
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
事
業
開
始
以
来
、
国
内

外
か
ら
３
万
４
千
人
以
上
、
40
か

国
を
超
え
る
国
か
ら
視
察
、
調
査

研
究
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

は
、
機
械
施
設
の
更
新
や
修
繕
で

対
応
し
、
生
ゴ
ミ
の
減
少
対
策
は

広
報
等
で
事
業
の
理
解
を
深
め
て

い
き
ま
す
。
行
政
と
協
議
会
の
協

働
は
補
助
金
で
の
運
営
が
よ
い
と

考
え
ま
す
。
市
民
へ
の
還
元
な
ど

は
検
討
す
べ
き
内
容
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
は
ま
ち

な
か
に
お
客
さ
ん
を
呼
び
込
む
目

的
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
町

の
大
型
店
撤
退
後
の
跡
地
利
用
な

ど
も
含
め
、
中
心
市
街
地
活
性
化

は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
活
性
化
は

市
と
し
て
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
中
心
市
街
地
活
性
化
の
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
観
光
客
を
誘
導
す
る
大
型
バ

ス
の
補
助
、
ク
ー
ポ
ン
券
、
麺
・

菓
子
本
の
配
布
な
ど
14
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
今
後
５
年
く
ら

い
を
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

を
か
な
え
る
」
を
掲
げ
て
お
り
、

結
婚
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
精
神

的
な
後
押
し
と
な
る
こ
の
支
援
事

業
は
、
来
年
度
か
ら
取
り
組
む
よ

う
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
受
動
喫
煙
は
、
肺
が
ん
や
虚

血
性
心
疾
患
、
脳
卒
中
と
因
果
関

係
が
あ
る
と
さ
れ
、
国
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
は
死
亡
者
数
を
年
間
約
１

万
５
千
人
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
の
健
康
被
害
を
さ
ら
に
市

民
に
啓
発
し
て
い
く
と
と
も
に
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
む
け
、
本
市
で
も
強
力

に
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
。

Ａ
．
施
設
内
、
あ
る
い
は
敷
地
内

禁
煙
、
特
に
公
共
施
設
の
禁
煙
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
受
動

喫
煙
の
な
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
喫
煙
者
へ
の
配
慮
も
し
つ

つ
、
今
後
い
ろ
い
ろ
調
査
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
子
育
て
支
援
と
同
様
に
、
在

宅
介
護
支
援
に
係
る
お
む
つ
用
ご

み
袋
の
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
お
む
つ
利
用
の
高
齢
者
を
把

握
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
で

す
が
、
お
む
つ
支
給
事
業
対
象
者

に
限
定
す
れ
ば
可
能
と
思
い
ま
す

の
で
、
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

8
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野球を楽しむタンザニアの子どもたち
整備中の旧長井小学校第一校舎

検
討
委
員
会
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
り
意
見
を
反
映

新
庁
舎
の
整
備
は
も
っ
と

若
者
の
声
を
聴
く
べ
き 小関　秀一

Ｑ
．
市
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
公

共
施
設
等
整
備
計
画
の
総
事
業
費

が
１
５
０
億
円
と
い
う
こ
と
で
す

が
、「
道
の
駅
」
の
事
業
費
が
計
画

よ
り
増
額
に
な
っ
た
よ
う
に
、
市

の
将
来
の
負
担
を
考
え
る
と
不
安

を
感
じ
ま
す
。
計
画
に
概
算
事
業

費
、
前
期
５
年
約
１
１
１
億
３
千

万
円
、
後
期
５
年
約
29
億
９
千
万

円
に
変
更
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
．
現
時
点
で
は
変
更
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
事
業
費
に
は
用
地
取
得

費
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
具

体
的
な
検
討
を
進
め
る
中
で
変
更

は
出
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

「
長
井
市
民
訪
問
団
（
団
長
・

内
谷
重
治
市
長
、
20
人
）
の
一
員

と
し
て
市
議
会
か
ら
渋
谷
佐
輔
議

長
が
参
加
。
昨
年
10
月
１
日
か
ら

11
日
ま
で
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
ド
イ

ツ
の
姉
妹
都
市
バ
ー
ト
ゼ
ッ
キ
ン

ゲ
ン
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

長
井
市
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
相
手
国
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
へ
の
事
前
合
宿

誘
致
や
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、

政
府
ス
ポ
ー
ツ
当
局
や
五
輪
委
員

会
を
始
め
と
す
る
各
競
技
団
体
等

へ
の
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ー
ト
ゼ
ッ
キ
ン
ゲ
ン

市
で
は
、
ゼ
ッ
キ
ン
ゲ
ン
・
長
井

友
人
協
会
の
皆
さ
ん
と
ゼ
市
施
策

や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

以
下
、
議
長
の
報
告
書
か
ら
。

　

＊
＊　

＊
＊　

＊
＊　

＊
＊

　

２
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
国
民
的

行
事
を
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
中
で
、
市
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
活
か
し
て

Ｑ
．
整
備
中
の
長
井
小
第
一
校
舎

の
利
活
用
に
、
公
共
的
機
能
（
教

育
委
員
会
・
美
術
館
）
は
検
討
で

き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
市
民
の
皆
様
か
ら
も
、
絵
画

な
ど
の
美
術
品
や
、
歴
史
的
資
料

な
ど
の
展
示
機
能
の
要
望
が
出
さ

れ
て
お
り
、
現
在
策
定
中
の
基
本

計
画
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
．
財
政
５
年
間
の
見
通
し
を
公

表
し
て
い
ま
す
が
、
か
ね
て
か
ら

私
が
主
張
し
て
い
る
「
20
年
、
30

年
後
の
財
政
計
画
」
を
今
こ
そ
検

討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で

す
か
。

Ａ
．
実
質
的
に
狂
い
の
な
い
計
画

は
、
５
年
程
度
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
公
共
施
設
等
整
備
計
画
を
ベ

ー
ス
に
し
た
10
年
程
度
の
見
通
し

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
新
市
庁
舎
整
備
検
討
委
員
に

女
性
・
若
者
が
少
な
い
と
感
じ
ま

す
。
候
補
地
も
含
め
、
長
井
市
の

百
年
の
計
に
多
く
の
市
民
の
声
を

反
映
す
べ
き
で
す
。

Ａ
．
検
討
委
員
は
公
的
団
体
の
代

表
の
方
や
学
識
経
験
者
な
ど
15
名

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り

市
民
の
声
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

ゆ
く
か
。
こ
の
た
び
の
訪
問
は
、

議
会
を
代
表
し
て
の
役
目
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
審
議
に

大
き
な
意
味
が
あ
る
も
の
と
気

を
引
き
締
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
を
訪
問
し
感
じ

た
こ
と
は
、
何
と
い
っ
て
も
言

葉
が
通
じ
な
い
こ
と
が
悔
し
く
、

片
言
の
英
語
で
は
ダ
メ
で
し
た
。

ま
た
、
成
田
か
ら
約
22
時
間
。

と
に
か
く
遠
い
距
離
感
は
否
め

ま
せ
ん
。

　

イ
ン
フ
ラ
や
市
民
生
活
環
境

は
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
外
国
投

資
の
進
出
で
近
代
文
化
的
市
民

生
活
は
急
速
に
進
む
だ
ろ
う
と

感
じ
ま
し
た
。
既
に
イ
ン
ド
や

中
国
の
支
援
が
進
み
、
大
型
建

築
現
場
に
は
中
国
語
の
表
示
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

答　弁

タ
ン
ザ
ニ
ア
訪
問

五輪委員会を訪問

～
東
京
五
輪
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
向
け
て
～
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平
進
介
委
員　

コ
ミ
セ
ン
化
に
向

け
、
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
と
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
の
地
区
公
民
館

事
業
を
、
地
域
づ
く
り
計
画
を
通

し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
ず
つ

進
め
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

委
員　

（
仮
称
）
地
域
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
範
囲
と
開
始
時
期
は
。

市
長　

基
礎
交
付
金
（
30
万
円
）

の
プ
ラ
ス
も
考
慮
し
、
事
業
の
範

囲
は
地
域
づ
く
り
計
画
に
掲
載
さ

れ
た
全
体
を
対
象
と
し
ま
す
。
ま

た
、
開
始
時
期
は
、
予
定
ど
お
り

30
年
度
か
ら
開
始
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

委
員　

人
的
支
援
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長　

法
的
な
面
も
含
め
、
条
件

を
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

併
任
辞
令
で
地
域
担
当
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
的
な
形
な
ど
、
館
長
会
議

等
で
意
見
交
換
し
判
断
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
に
つ
い
て

は
ど
う
で
す
か
。

市
長　

今
後
、
事
業
を
進
め
る
場

合
、
会
費
や
負
担
金
を
集
め
る
の

ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
セ
ン
化

を
ど
う
図
る

予

算

特
別
委
員
会

総
括
質
疑

で
あ
れ
ば
、
税
に
関
わ
る
部
分
が

生
ず
る
こ
と
か
ら
、
法
人
化
の
必

要
性
等
も
地
元
と
相
談
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

解体予定の昇降口

宇
津
木
正
紀
委
員　

本
年
度
の
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
給
付
基

金
繰
入
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

給
付
基
金
の
取
り
崩
し
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

市
民
課
長　

現
段
階
で
取
り
崩
し

は
不
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員　

来
年
の
４
月
か
ら
市
町
村

に
加
え
、
県
が
国
保
の
運
営
主
体

と
な
り
ま
す
。
給
付
基
金
の
扱
い

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
民
課
長　

来
年
４
月
か
ら
も
市

町
村
は
継
続
し
て
給
付
基
金
を
持

ち
続
け
ま
す
。
県
へ
の
国
保
事
業

費
納
付
金
支
払
い
の
財
源
が
不
足

し
た
場
合
に
取
り
崩
し
国
保
会
計

に
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

委
員　

県
の
国
保
保
険
税
額
の
算

定
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
所
得
割
、

資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
４

方
式
か
ら
資
産
割
を
除
い
た
３
方

国
保
の
保
険
税
額
が
急
激

に
変
わ
ら
な
い
よ
う
に

式
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
保

険
税
額
の
激
変
緩
和
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
長　

平
成
35
年
度
ま
で
に
３
方

式
へ
移
行
す
る
の
が
努
力
目
標
で

あ
り
、
国
民
健
康
保
険
給
付
基
金

を
活
用
し
、
急
激
に
保
険
税
額
が

上
が
ら
な
い
よ
う
に
段
階
を
経
て

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴
木
富
美
子
委
員　

子
育
て
応
援

ア
プ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り

ど
ん
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
か
。

子
育
て
推
進
課
長　

従
来
の
母
子

手
帳
も
活
用
し
な
が
ら
、
予
防
接

種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
成
長

の
記
録
を
家
族
で
共
有
で
き
ま
す
。

手
軽
に
地
域
の
子
育
て
情
報
が
得

ら
れ
る
な
ど
、
子
育
て
が
少
し
で

も
楽
に
な
る
効
果
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

委
員　

子
育
て
に
関
す
る
厚
生
部

門
や
教
育
委
員
会
な
ど
の
担
当
部

門
の
情
報
も
必
要
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
対
応
は

考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

厚
生
参
事　

子
育
て
推
進
課
を
中

子
育
て
応
援
ア
プ
リ
導
入

に
よ
る
運
営
事
業
の
充
実
を

心
と
し
た
厚
生
部
門
に
教
育
部
門

を
加
え
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

委
員　

運
用
開
始
時
期
は
い
つ
頃

を
予
定
し
、
Ｐ
Ｒ
方
法
は
ど
う
す

る
の
で
す
か
。

厚
生
参
事　

本
稼
働
は
、
平
成
30

年
４
月
１
日
。
試
験
運
用
は
、
平

成
30
年
２
月
20
日
か
ら
開
始
予
定

で
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

報
へ
の
掲
載
、
チ
ラ
シ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

長
井
小
学
校
の
仮
設
昇
降
口
は

最
大
限
費
用
を
抑
え
る
努
力
を

内
谷
邦
彦
委
員　

管
理
棟
建
設
に

伴
い
、
現
昇
降
口
の
解
体
に
よ
り

昇
降
口
等
を
仮
設
に
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
リ
ー
ス
料
と
し
て
月

６
５
３
万
円
、
総
額
５
千
８
７
７

万
円
か
か
る
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
案
の
ほ
か
何
案
検
討
さ
れ
た

の
で
す
か
。

教
育
参
事　

時
間
的
な
制
約
も
あ

り
、
一
応
概
算
で
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

委
員　

仮
設
と
な
る
と
、
完
成
後

解
体
さ
れ
何
も
残
ら
な
い
。
体
育

館
の
下
に
昇
降
口
を
設
置
す
る
案

や
渡
り
廊
下
を
最
短
距
離
に
す
る

案
な
ど
、
最
大
限
費
用
を
抑
え
る

努
力
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

教
育
参
事　

費
用
を
抑
え
る
た
め

に
体
育
館
の
下
を
囲
っ
て
昇
降
口

と
す
る
案
等
を
学
校
側
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

委
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
用
し
、
市
が
発
行
す
る
証
明
書

類
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
事

業
に
つ
い
て
、
現
在
時
間
外
で
対

応
し
て
い
る
証
明
書
発
行
は
継
続

す
る
の
で
す
か
。

市
民
課
長　

証
明
書
発
行
の
時
間

外
交
付
の
存
続
・
廃
止
は
今
後
の

検
討
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

10
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な
が
い
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　

編
集
特
別
委
員
会

（◎委員長　○副委員長）

　

今
年
は
、
雪
の
降
り
始
め
が
早
く

雪
の
中
で
の
年
明
け
と
な
り
ま
し

た
。

　

長
井
市
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
、
様
々
な
公
共
施
設
整
備
が
本

格
的
に
動
き
出
す
年
と
な
り
ま
す
。

よ
り
よ
い
方
向
に
進
め
る
よ
う
、
議

論
を
行
い
提
案
・
提
言
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
市
民
の
皆
様
方
の

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
．
Ｕ
）

　金子　豊美　　鈴木富美子　　内谷　邦彦　　浅野　敏明

○平　　進介　　　　　　　　　　　　　　　◎渡部　秀樹　

◎請願の提出期限は、2月13日㈫の予定です。

◎正式な日程や質問内容などを、市議会のホーム

　ページでお知らせしています。

長井市議会ホームページ

長井市議会 検索

11

編

集

後

記

○
議
場
の
傍
聴
席
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
や
録
画
放
送
を
視
聴
で
き
ま
す
。

○
市
役
所
１
階 

市
民
課
前

　

の
待
合
室
（
売
店
の
横
）

　

の
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
も

　

生
中
継
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
や
予
算
特
別
委
員
会

の
当
日
、
市
役
所
３
階
の
傍
聴

席
入
り
口
に
あ
る
受
付
簿
に
、

住
所
、
氏
名
等
を
記
入
す
る
だ

け
で
、
気
軽
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

団
体
で
人
数
が
多
い
場
合
や
日

程
を
確
認
し
た
い
場
合
は
、
事

前
に
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
長
井
市
議
会
」

と
入
力
し
て
検
索
す
る
か
、
長

井
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
過
去
の

定
例
会
の
会
議
録
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

税 務 課

会計課市民課

正面

玄関

子育て

推進課

福祉あ

んしん

課

トイレ

売

店待合室

ＡＴＭ

市役所本庁舎１階平面図

東
口

階段で
３階まで
お上がり
ください

モニ
ター

　

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　　
―
議
員
と
当
局
の
活
発
な
議
論
を
ご
覧
く
だ
さ
い
―

　

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　　
―
議
員
と
当
局
の
活
発
な
議
論
を
ご
覧
く
だ
さ
い
―

２月

20

2120 22

23 24

25

文教

招集告示

常任委員会協議会

厚生

産業・建設

26 28 1 3

4 5 6 7 8 9

11

３月

12 13 14 15 16 17

13 14 15 16 17

10

18 19

18 19

議会運営委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

予算

本会議（開会）

予算特別委員会

次回　３月定例会の予定

22

全員協議会

27 2

総務

本会議
（一般質問）

文教

厚生 産業・建設

常任委員会

21

予算

特別委員会

本会議

（表決・閉会）

土金木水火月日

常任委員会協議会

総務

常任委員長会

予算特別委員会

常任委員会

予算

特別委員会
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道の駅脇堤防より最上川を望む

会場の様子（西根地区公民館）

会場の様子（伊佐沢地区公民館）

伊佐沢学童クラブ

12

意
見
交
換
会
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

        

（
電
話　

87
―
０
８
１
２
）

意見・提言・要望・質問等 回　　答

　伊佐沢の学童クラブを小学校の空
き校舎に建設するというのは不可能
なのか。

　伊佐沢小学校は、もともと１学年に１学級しかなく、児童数が
減っても空き教室ができないため学童クラブ施設を新たに建設しま
した。
　豊田地区では小学校の空き教室を米沢養護学校が利用し、西根地
区では小学校を利用して学童クラブを実施しています。

　高齢者の一人暮らしが増えている
が、民生委員のなり手がいないので
はないか。

　地区役員の改選が４月に行われるため、12月に民生委員の改選を
する際に人材がいなくなることが問題です。今後は早めに民生委員
の改選対応をして、問題解決につなげるよう対策を図るとしています。

　置賜三十三観音のうち市内には６
か所あるが、馬頭観音以外は所有者
や地区長等が管理の面で悩んでいる
と思うので目を向けてほしい。

　地域の宝である文化財の保護・管理は大きな課題ですが、現状で
は、市指定文化財以外で特定の宗教関係の所有物等に対する市から
の保存、修繕等の直接補助はありません。民間の財団等で実施して
いる文化財保護関連の助成金の情報を各地区公民館にお知らせして
いますので、活用を検討していただきたいと思います。

　自治公民館の修繕事業等に対して
の支援が行き渡っていないと思うが
どうか。また、自治公民館活性化事
業は一律の補助なのか。

　自治公民館への補助金は、新築、増改築、補修、設備事業などに
対する補助金（施設及び設備事業）と地域の活性化のためにテーマ
を持って行う事業や公民館の管理運営に対する補助金（活性化事業）
があります。申請する事業内容によって補助金の額が決定されます。

　イノシシの被害が出ている。電気
柵等の支援拡大を含め、地域住民が
安心して住めるように対策が必要な
のでは。

　議会の一般質問で、罠
わ な

の貸出や猟友会との連携による対応を求め
る提案がありました。今後も一般質問等で、対応状況の確認や要望
をしていきたいと思います。

　道の駅「川のみなと長井」の東側
の堤防からの眺めが悪い。敬老会等
で利用することもあるが、今後車イ
スに対応した整備はされるのか。

　河川敷の景観については、今後の草刈りなど環境整備も含め課題
となっています。
　堤防から川面が見えるように、平成30年12月末までの予定で国土
交通省に雑木等の伐採を進めていただいているところです。また、
タス裏から道の駅南側までの区域については、最上川河川緑地整備
事業で駐車場、緑地、グラウンド、芋煮広場等を整備する予定です。
　四季折々に変化する最上川の景観を楽しんでいただけるよう、
フットパスコースとあわせてバリアフリーに配慮した整備を進めて
いくとしています。

※いただいた意見等を要約して掲載しています。回答は会場でお答えした内容ですが、一部各担当課と協議

　のうえまとめています。
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新築移転が計画されている市庁舎 会場の様子（豊田地区公民館）

13

～さらなる市民参加と開かれた議会を目指して～　

第６回市民と市議会との意見交換会

　11月₆日から10日に第₆回市民と市議会との意見交換会を開催しました。

　市議会では議会の活性化と情報公開に向けて活動しており、このたびの意見交換会でも、₆月、

₉月定例会の審議内容を中心に、議会で考えている課題などについて説明や報告をさせていただ

きました。

　市民の皆さんからは、暮らしの課題や要望、ご意見を数多くいただき感謝申し上げます。

１．開　催　状　況

2.　意見・要望等（概要）

対象地区 会　場 開催日 参加人数 班

平 野 地 区 平 野 地 区 公 民 館 11 月 6 日（月） 13 人 1 班

中 央 地 区 交流センターふらり 11 月 6 日（月） 8 人 2 班

豊 田 地 区 豊 田 地 区 公 民 館 11 月 7 日（火） 11 人 1 班

伊 佐 沢 地 区 伊佐沢地区公民館 11 月 7 日（火） 9 人 2 班

致 芳 地 区 致 芳 地 区 公 民 館 11 月 8 日（水） 10 人 3 班

西 根 地 区 西 根 地 区 公 民 館 11月10日（金） 11 人 3 班 ◎は班代表者。議長（渋谷佐輔）

は全ての班を統括する。

意見・提言・要望・質問等 回　　答

　新しい市庁舎の建設予定地は、広く市民
の意見を求めるべきだ。これから人口が減
るのに、大規模な施設は必要ないのではな
いか。

　現在の市庁舎は、浸水の可能性が高いと指摘されたため、
候補地等について市民の代表者による検討委員会を立ち上げ
検討されています。
　庁舎建設の検討内容を丁寧に市民に示すべきと考えます
が、議会でも議論を深めていきます。

　地区公民館のコミュニティセンター化に
ついて困惑している。計画のたたき台を示
してほしい。また、根拠法令はどうなって
いるか。

　コミセン化については、行政側からではなく、これから自
分たちの地域をどのようにしていくのか、地域で考え議論し
て作り上げていくものだと思っています。具体的な支援方法
があれば、議会としても情報提供をしていきたいと思います。
　コミュニティセンターは、地方自治法第 244 条の規定に基
づく公の施設で、目的や事業等については、条例、規則等に
規定して運営していくことになります。

ご質問、ご意見にこたえます

班 担当議員

1

班

◎安部　隆、宇津木正紀、

　鈴木富美子、小関秀一、

　五十嵐智洋

2

班

◎蒲生光男、浅野敏明、

　金子豊美、渡部秀樹、

　赤間泰広

3

班

◎町田義昭、内谷邦彦、

　平　進介、今泉春江、

　梅津善之

意
見
交
換
会
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出
典
『
長
井
の
文
化
財
』

　

菅
原
白
龍
は
、
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
に
当
時

の
豊
田
村
時
庭
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
青
年
期
に
は
、

画
学
修
行
で
全
国
を
巡
り
、
そ
の
個
性
と
創
意
か
ら

「
明
治
南
宗
画
壇
の
先
覚
者
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

日
本
を
代
表
す
る
富
士
山
と
桜
を
描
い
た
『
黄
金

井
春
霽
』
（
50
×
44
・
５
㌢
）
と
日
光
の
華
厳
の
滝

を
描
い
た
『
日
光
瀑
布
図
』
（
60
×
44
・
50
㌢
）
は
、

洋
画
の
表
現
方
法
を
取
り
入
れ
て
描
い
た
対
の
作
品

で
す
。

　

明
治
30
年
（
１
８
９
８
）
に
は
、
シ
カ
ゴ
博
覧
会

で
銅ど

う

牌は
い

を
受
賞
し
ま
し
た
。　

（
菅
原
信
道
氏
所
蔵
）

今年の出来は？しめ縄を奉納

議長席に座った感想は

　12月31日、成田八幡神社に新しいしめ縄が奉納

されました。毎年12月の第₃日曜日に獅子連ＯＢ

の指導のもと、藁（わら）しごき、藁打ち等を行

い、10代から50代までの獅子連中の手で作られた

しめ縄です。藁仕事を通じて伝統文化の継承と後

継者の育成を目的に、森の津島神社等でも行われ

ています。

　11月16日、長井小学校の生活科「にじいろ町探

検」学習として、２年生の子どもたちが議場を見

学しました。議会の役割や仕組みについてメモを

取り、元気に質問していました。順番で議長席に

座り、初めての体験に興味津々の表情でした。

14

■
菅
原
白
龍
筆

　

飯
豊
連
峰
・
種
蒔
（
た
ね
ま
き
）
山
を
水
源

と
す
る
白
川
合
流
点
よ
り
上
流
の
最
上
川
は
、

以
前
は
「
松
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

白
川
と
合
流
し
て
初
め
て
最
上
川
の
名
前
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
松
川
に
、

流
れ
の
速
い
白
川
が
入
り
込
ん
で
白
波
を
立

て
、
川
は
Ｓ
字
を
書
い
て
下
流
を
目
指
し
ま
す
。

最
上
川
発
祥
の
地
か
ら
望
む

葉
山
連
山

わ

だ

い

長井市の文化財

おすすめの風景

黄こ

金
が

ね

井い

春
し
ゅ
ん

霽
せ

い

・
日

に

っ

光
こ

う

瀑
ば

く

布ふ

図ず
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